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1 ・わき社協 この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています

　昨年の11月19日、山口
県で最高の表彰である
「選奨」を、給配食ボラ
ンティアグループつくし
会が受賞しました。
　これは、昭和54年の発
足から今日まで、安否確
認を兼ねたひとり暮らし
高齢者宅への給食弁当の

製造・配達など、日ごろの社会福祉活動に対する長い
間の地道なご功績が認められたものです。本当におめ
でとうございます。
　これからもご尽力くださるようお願い申し上げます。

子育てサロン

たくさんの参加をお待ちしていますたくさんの参加をお待ちしています

2月19日、3月19日、4月16日
（毎月第3火曜日）10：00～11：30
和木2丁目第3集会所
会費　100円（1家族）



2 ・わき社協

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
町
民
の

皆
様
に
は
、
福
祉

事
業
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
の

も
と
、
多
大
な
御

支
援
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
特
に
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

民
生
児
童
委
員
様
を
は
じ
め
と
し
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）
の

皆
様
方
に
は
一
方
な
ら
ぬ
御
支
援
を
頂
き
ま
し

て
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
福
祉
事
業
も

大
過
な
く
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
下
に
誇
る
福
祉
の
ま
ち
、
和
木
町
と
し

て
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
幸
せ

を
痛
感
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
偏
え
に
、
町
行
政
並
び
に
町
議
会
の
深
い
御

理
解
に
た
っ
て
の
御
指
導
の
賜
と
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
壬
辰
年
と
云
う
こ
と
で
昇
り

竜
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
す
べ
て
が
好
転
す
る
か
に

期
待
を
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
最
低
の
落
ち

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
和
木
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
素
晴
ら
し
い
最
高
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
度
山
口
県
県
選

奨
が
、
和
木
町
給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し

会
へ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
山
口
県

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、

素
晴
ら
し
い
最
高
の
賞
で
あ
り
ま
す
。
大
変
名

誉
で
あ
り
、
福
祉
の
鑑
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

偏
に
、
給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
会
の
皆

さ
ん
の
三
十
三
年
有
余
の
長
き
に
亘
り
、
こ
の

尊
い
と
も
し
び
を
消
す
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

人
間
は
社
会
の
為
、
人
の
為
に
尽
く
す
と
云

う
使
命
の
も
と
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
森
進
一
の
唄
で
、
川
内
康
範
作
詞
の
「
お

ふ
く
ろ
さ
ん
」
と
云
う
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
歌
詞
の
一
節
に
「
雨
の
降
る
日
は
傘
に
な

り
、
お
前
も
い
つ
か
は
世
の
中
の
傘
に
な
れ
よ

と
教
え
て
く
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
人
が
困
る

時
は
助
け
る
気
持
ち
を
教
え
た
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
で
あ
り
ま

す
。
和
木
町
に
は
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材

が
多
く
、
社
協
も
こ
の
尊
い
心
で
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。

福
祉
は
人
材
で
あ
り
、
心
で
す
。
こ
の
人
材

の
「
材
」
は
、
私
は
財
産
の
「
財
」
で
あ
る
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
つ
く
し
会

の
皆
様
、
今
ま
で
発
展
的
に
維
持
さ
れ
て
お

り
、
先
輩
方
の
御
労
苦
と
心
を
継
承
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
甚
な
る
敬
意
と

謝
意
を
表
す
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
末
長
く
、
こ
の
尊
い
灯
を
消
す

こ
と
な
く
益
々
の
御
隆
盛
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
幸
せ
感

じ
る
良
い
巳
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
申
し
上
げ
ま
し
て
、
言
葉
は
足
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
私
の
念
頭
に
あ
た
っ
て
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

年
頭
に
あ
た
り
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

上
岡　

宗
三

　

皆
様
方
に
は
、
お

健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
和
木

町
行
政
・
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
、

福
祉
員
・
地
区
住
民
の
皆
様
方
に
は
、
民
児
協
活

動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
○
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

相
次
ぐ
数
々
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い

生
命
と
穏
や
か
な
生
活
の
営
み
や
地
域
社
会
の
絆

が
奪
わ
れ
、
今
な
お
多
く
の
人
々
が
困
難
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の
進
行
や
社

会
経
済
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
今
日
、
家
族
関
係

や
地
域
社
会
に
お
け
る
繋
が
り
が
薄
れ
、
社
会
で

の
孤
立
感
が
深
ま
る
な
か
で
、
将
来
へ
の
不
安
や

様
々
な
生
活
課
題
や
福
祉
課
題
を
抱
え
る
人
々
が

増
加
し
、
高
齢
者
等
の
孤
立
死
や
児
童
・
高
齢
者
・

障
害
者
へ
の
虐
待
・
い
じ
め
の
問
題
等
が
後
を
絶

た
ず
、
自
殺
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
民
児
協
の
活
動
は
、
平
成
十
九
年
の
民
生

委
員
児
童
委
員
制
度
創
設
九
十
周
年
に
定
め
た
活

動
方
策
『
広
げ
よ
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や

り
』
の
行
動
宣
言
の
も
と
、
全
国
各
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
、
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
運
動

と
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
活
動
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
ど
も
和
木
町
民
児
協
に
お
い
て
も
、
各
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
、
孤
立
・
孤
独
・
引
き
こ
も
り
等
を
少
し
で

も
解
消
す
る
取
り
組
み
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
お
手
伝
い
等
、
地
域

で
の
助
け
合
い
と
思
い
や
り
・
近
隣
の
絆
を
大
切

に
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
福
祉
増
進
の
一
助
と

し
て
民
児
協
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

社
会
が
穏
や
か
な
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
、
良
い
方
向

に
向
か
う
こ
と
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

和
木
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

森
田
眞
須
美

月　日 行　　　事　　　名

わき愛あいフェスティバル

見守りネットワーク会議

理事会、評議員会

和木町福祉まつり

共同募金運営委員会

福祉農園ボランティア会議

歳末福祉もちつき大会
共同募金歳末たすけあい配分委員会
福祉農園ボランティア会議

高齢者パットゴルフ大会
山口県総合社会福祉大会
理事会、評議員会

共同募金運営委員会
福祉員会議
理事会

福祉員会議
理事会、評議員会
高齢者パットゴルフ大会

ふれあいサロン代表者会議
高齢者ふれあい親睦会

役員研修旅行
見守りネットワーク会議

1 月

2 月

8 月

11 月

6 月

4 月

3 月

7 月

5 月

9 月

12 月

10 月

※ 都合により変更の場合あり

平成25年
和木町社会福祉協議会行事計画 迎

　
春

迎
　
春



　和木中美術部の生徒10名（１・２年生）の皆
さんが、町内のひとり暮らし高齢者に宛てた年賀
状を作成しました。日本の文化であるお正月に、
新年のご挨拶として、美術部の卓越された技術を
存分に駆使した、見応えある立派なデザインの年
賀状が完成しました。
　また美術部の生徒は、毎月温もりあるバース
デーカードを作成して、高齢者の方たちに心の癒
しを提供しています。
　寒い新年の中、この年賀状が手元に届いた高齢者
のみなさんは、温もりを感じていることでしょう。

〜
蜂
ヶ
峯
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
〜

　

10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
蜂
ヶ
峯
パ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
に
て
40
名
の
方
が
集
わ
れ
て
、
高
齢

者
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
均
年
齢
80
歳
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
年
齢
な

ん
か
に
負
け
ず
に
、
楽
し
そ
う
な
歓
声
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

女
性
が
「
１
位
」
と
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
。
楽
し

か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
や
り
が
い
の
あ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

手づくりの年賀状

高
齢
者
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

ぺったん、
 ぺったん・・・

　12月８日、総合福
祉会館前の広場で毎年
恒例の「歳末福祉もち
つき大会」が開催され
ました。町内に住む高
齢者とボランティアさ

ん、応援として和木中学校の生徒12名や幼稚園の園児たちまでも
が駆けつけ、世代を超えて大変な賑わいをみせました。
　重い杵を持ち上げて、臼を囲んだみんながわいわいと、もちつき
という伝統行事の素晴らしさを改めて実感できた瞬間でした。
　参加された皆さんはつきたての焼きもち
や、名物の雑炊を食べ、和やかな時間を過ご
されたことでしょう。　
　ご協力くださったボランティアのみなさん
と和木中学校の生徒のみなさん、本当にお疲
れ様でした。　　

3 ・わき社協



和木小の児童たち

完成した門松と有志のみなさん

4 ・わき社協

　11月4日、毎年恒例の福祉バザーを、今年度も「わき愛あいフェスティバル」の会場で開催しまし
た。この福祉バザーは皆さんからお寄せいただいた、ご家庭で眠っている物品のご提供により、毎年盛
大なにぎわいをみせています。今年は天気も良くたくさんの人出もあり、皆さんの多大なご協力のおか
げで、多額の収益をあげることができました。ありがとうございました。

　なお、バザー用品を快く提供してくださいました方々、ご購入してくださいました方々、そしてその収集、
運搬にご尽力してくださいました方々に感謝いたします。

福 祉 バ ザ ー

民生委員児童委員協議会
（ た い 焼 き ）

ふれあい工房クローバー
（手づくりパン）

合　　　計

社会福祉協議会

267,820円

56,500円

118,389円

442,709円

街 頭 募 金
（体 育 館 前）

街 頭 募 金
（玄 関 前）

街 頭 募 金
（ 駐 輪 場 前 ）

合　　　計

山口県共同募金会和木支会

8,293円

9,816円

6,826円

24,935円

第26回 わき愛あいフェスティバルに於いて寄せられた寄付金・売上金

福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!

門
松
づ
く
り

門
松
づ
く
り

　

12
月
12
日
、
２
０
１
２
年
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
、
２
０
１
３
年
も
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
長
年
に
わ

た
り
卓
越
さ
れ
た
技
術
を
駆
使
し
て
、
と
て
も

立
派
な
門
松
を
製
作
し
、
「
総
合
福
祉
会
館
」

と
「
役
場
」、「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
の
３
ヶ

所
そ
れ
ぞ
れ
に
、
飾
り
付
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

手
づ
く
り
の
門
松
を
見
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
昨
今
、
和
木
町
で
は
こ
う
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
古
き
良
き

時
代
の
風
潮
を
継
承
し
て
下
さ
る
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　和木小学校５年生（66名）の児童たちが、町内の
高齢者に宛てた年賀状を作成しました。最近は電子
メールの普及により、昔に比べると手書きの文章や
絵での人との交流する機会が少なくなりました。日
本の良き風習でもあるこの年賀状を、手書きで送る
ことで、地域の高齢者の方々に安らぎを与えるとと
もに、児童たちも、この伝統を肌で感じられたと思
います。
　ご協力してくれた児童のみなさん、ありがとうご
ざいました。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

わき愛あいフェスティバル

大盛況の福祉バザー

収益の
ご報告
～ 　　　 ～



5 ・わき社協

ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!
☆元気の源は〝笑い〟から☆☆元気の源は〝笑い〟から☆

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

平
成
16
年
４
月
の
立
ち
上
げ
か
ら
早
い

も
の
で
９
年
の
歳
月
が
あ
っ
と
言
う
間
に

過
ぎ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と
、

本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
か
ら
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎

年
、
年
度
末
に
次
年
度
の
予
定
・
主
な
行

事
を
皆
さ
ん
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
計
画

し
ま
す
。
年
間
計
画
に
沿
っ
て
、
町
外
研

修
・
茶
話
会
・
食
事
会
・
折
り
紙
・
手

芸
・
身
体
と
頭
の
体
操
・
ゲ
ー
ム
・
健
康

講
話
・
血
圧
測
定
・
童
謡
唱
歌
と
各
先
生

の
ご
支
援
と
、
皆
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
と

若
い
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
年
に
会
員
の
方
に
よ
る
御
点
前
で
頂

く
お
抹
茶
会
は
会
員
一
同
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
よ
く
笑
い
・
お
い
し
く
食
べ
・

よ
く
動
き
・
よ
く
眠
り
・
前
向
き
に
人
生
の

目
標
を
も
ち
、
楽
し
い
サ
ロ
ン
、
健
康
寿

命
を
伸
ば
せ
る
『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』
で
あ
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

活動場所▼和木二丁目第1集会所
活動日時▼毎月第2・第4水曜日
活動地区▼下組・脊戸場
代表者名▼播岡八重子
会 員 数▼20名

　10月30日、スターピアくだまつで第62回山口県総合社会
福祉大会が開催され、和木町から次の方々が表彰を受けられ
ました。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

☆ 山口県社会福祉協議会長表彰
　（社会福祉事業協助者）
　　　月足　利行　　中川　喜一　　小出久美子
　　　古木　聰子　　笹田サカエ　　中村美智子
　　　山﨑　房江

　

12
月
21
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
員
17
名
が
、
一
年
間
お

世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
で
あ
る
総
合
福
祉
会
館

の
、
年
末
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
な
ど
で
多
い
に
活
用
す
る
作
業

室
や
研
修
室
を
中
心
に
、
廊
下
や
階

段
、
壁
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
、
す
み
ず

み
ま
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
積
極
的
に
て
き
ぱ
き
と
、
ま
た
丁

寧
に
掃
除
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
福
祉

会
館
玄
関
に
設
置
さ
れ
た
門
松
と
と

も
に
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奉
仕
の
心
で

奉
仕
の
心
で

ないすしょっと！！ないすしょっと！！

チャリティゴルフの様子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

これからもご活躍を期待しています。

　11月28日、晴天
の下、和木ゴルフ
倶楽部で赤い羽根
共同募金チャリ
ティゴルフ大会が
開催されました。
今回も和木町体育
協会ゴルフ部の皆
さんの協力を得て、総勢16名の参加がありました。
昨年同様、気温はとても暖かく紅葉に囲まれて、
清々しい秋空の下でのプレー。チャリティというこ
ともあって、みなさん終始笑顔で、和やかにプレー
しておられました。参加者の皆さん、本当にありが
とうございました。
　なおベスト３は次のとおりです。
１位　樫山雅亮さん
２位　島崎均さん
３位　横本芳人さん

〜
総
合
福
祉
会
館
清
掃
〜

参加された皆さん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

おめでと
う

ございま
すおめでと
う

ございま
す



●サービス内容
ひろく住民の日常生活上の、あらゆる心配ご
との相談に応じ、適切な助言・指導を行う。
※ 秘密厳守
●対　象　者
　町内在住の方
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
　和木町総合福祉会館相談室
　和木町和木 2-15-22
　☎53-2822

＝ 心配ごと相談 ＝

●サービス内容
　家屋の補修、刃物研ぎ等。
●対　象　者
　低所得世帯、ひとり暮らし高齢者、
　身体障害者
●実　施　日
　随　時
●利用者負担金
　材料費等

＝ ボランティアサービス ＝

●サービスの内容
乳幼児の心身の発育を支援するとともに、絵
本を介しての親子のふれあいの時間を共有す
ることを推奨する活動として、絵本を贈呈す
る。
●対　象　者
　０歳児
●実　施　日
　年４回
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
　絵本２冊（バック付き）

＝ 赤ちゃん絵本贈呈 ＝

●サービス内容
在宅のねたきり高齢者を介護する方に対して、
見舞金を支給して、その労苦を慰謝激励する。
●対　象　者
　在宅ねたきり高齢者の介護者
●実　施　日
　毎年12月
●利用者負担金
　なし
●備　　　考
　支給金額 10,000 円／年

＝ 在宅ねたきり高齢者介護者援助 ＝

●サービス内容
　低所得世帯に対して、援助する。
●対　象　者
　低所得世帯
●実　施　日
　定時
●利用者負担金
　なし
●備　　　考
　小中学校卒業生、小中学校修学旅行、
　中学校グリーンスクール・スカイスクール

＝ 低所得者援護事業 ＝

●サービスの内容
　葬祭事業の受託、助言
●対　象　者
　一般
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　単価表の範囲内
●備　　　考
　葬儀の際に生花を贈る。機材の貸し出し。

＝ 葬祭事業 ＝

社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています

6 ・わき社協



7 ・わき社協

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
会
へ
、
県
選
奨
と
い
う
最
高
の

賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
名
誉
な
事
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
祝
詞
を
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
本
年
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

年
末
の
福
祉
餅
つ
き
大
会
で
は
、
寒
い
中
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
折
り
和
木
中
学
校
三
年
生
十
二
名
の
生
徒
さ
ん
に
は
、
早
朝
よ
り
準
備
、
餅
つ
き
、

後
片
付
け
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
ご
指
導
も
あ
っ
て
の
事

と
思
い
ま
す
が
、
最
後
に
は
整
列
し
て
ご
挨
拶
を
し
て
下
さ
り
、
礼
儀
正
し
い
姿
に
私
た
ち
は
感

動
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
受
験
生
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
春
を
迎
え
て
下
さ
る
と
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
ボ
連
協
は
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　12月17日、わきあいあい苑のもちつき大会が
行われました。
　１年ぶりに訪問し、もちつきの様子を入苑者
の皆さんに見ていただくことを目的に、ボ連協
の有志の方々が集まってくれました。
　皆さんの、「懐かしいわ」、「昔やりよった」
と、喜んでくださる声に励まされ、一生懸命つ
きました。
　おかげでおいしいお餅ができました。

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

井
原　

洵
子

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
の
部
屋

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
の
部
屋

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
の
部
屋

迎
春

　去る11月20日、大竹市ボ連協・和木町
ボ連協の交流親睦会を行いました。今回
は大竹市ボ連協の主催で、サントピア大
竹の広い会場でスローピーゲームを初め
て体験しました。その後、大竹市ボ連協の銭太鼓演技と、
和木町では即興の「まりと殿様」、「これから音頭」を披露
し、お互いの親睦を図りました。

大竹市ボ連協との
　　　　交流研修会
大竹市ボ連協との
　　　　交流研修会

スローピーゲーム

　町内のゴミ集積場近くに設置してある「ア
ルミ缶回収箱」のアルミ缶を回収するボラン
ティアを募集します。
　内容など詳細につきましては、社会福祉協
議会（52-8644）までご連絡ください。

　再生封筒づくりの紙を回収しています。福
祉会館、役場の回収箱へお願いします。
　また、再生封筒づくりを一緒にする仲間を
募集します。昼間お一人で過ごされている高
齢者、男性、女性不問。月２回で１回の作業
は２時間程度です。　　　　　　　（清和会）

　アルミ缶の回収にご協力ください。資源サ
イクル活動と福祉資金になります。町内の回
収箱へ。　　　　　　　　（缶ペコグループ）
 
　点訳ボランティアの仲間を募集しています。

（点訳すばるの会）

　リングプル（アルミ缶）を回収しています。
福祉会館までお願い致します。　　（青い鳥）

ぼらんてぃあのことならボ連協へ⇒☎52-8644
（社会福祉協議会内）

“わきあいあい苑”“わきあいあい苑”

参加者のみなさん

ボ連協の有志の方々



8 ・わき社協

◎
わ
き
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議

会（
５
２―

８
６
４
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

◎
よ
り
充
実
し
た
わ
き
社
協
だ
よ
り
を
お
届
け
す

る
為
に
、
紙
面
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
募
集
し
ま
す
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
記

事
や
、
こ
う
し
て
み
て
は
？
等
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
届
け
下
さ
い
。
ま
た
、
社
協
だ
よ
り
に
掲

載
し
た
い
記
事
や
写
真
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 

問
い
合
わ
せ
先

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

T
E
L
（
０
８
２
７
）５
２―

８
６
４
４

　

F
A
X
（
０
８
２
７
）５
３―

２
８
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
社
協

な
ら
び
に
職
員
一
同
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
お
正
月
と
い
え
ば
年
賀
状
。
昔
は
新
年
の
年

始
回
り
と
い
う
習
わ
し
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
郵
便

で
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
年
賀
状
は
、
書
初

め
の
日
（
１
月
２
日
）
で
書
い
た
も
の
を
、
な
る
べ
く

松
の
内
（
１
月
７
日
ま
で
）
に
出
す
も
の
と
な
り
、
そ

の
後
の
郵
便
事
情
に
よ
り
、
現
在
の
よ
う
な
元
旦
に
相

手
方
に
届
く
よ
う
、
12
月
に
差
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
韓
国
や
中
国
、
台
湾
に
は
似
た

風
習
が
あ
り
、
欧
米
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換
が
一
般
的
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

年
に
一
度
と
は
い
え
、
な
か
な
か
腰
が
上
が
ら
ず
、

分
か
っ
て
は
い
て
も
毎
年
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
し
ま
う

経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
日
本
で
は
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ

な
の
で
、
面
倒
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
電
子
化
に
負
け

ず
、
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
両
）

ご
意
見
・
ご
感
想
の
募
集

寄付のお礼
（平成24年10月1日から12月31日現在 順不同）

 社会福祉協議会に、上記の方からご寄付をいただき
ました。ご厚情に対して厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、和木町内の地域福祉事業を推進するた
めに、有意義に活用させていただきます。なお、社会
福祉協議会では、香典のお返し、お見舞い返し、チャ
リティー等のご寄付を常時受け付けております。
※「社会福祉協議会」へのご寄付は、所得税の控除
　対象となる寄付金に指定されています。

10
月村

井　

令
子
様
（
和　

木
）

樫
山　

雅
亮
様
（
和　

木
）

児
玉　
　

健
様
（
和　

木
）

佐
川　

君
代
様
（
和　

木
）

末
岡
志
津
枝
様
（
和　

木
）

元
浄　

公
昭
様
（
和　

木
）

髙
倉　

暁
子
様
（
和　

木
）

小
田　

和
子
様
（
関
ヶ
浜
）

11
月片

原　

哲
司
様
（
瀬　

田
）

桂　
　

典
子
様
（
和　

木
）

香
典
返
し

香
典
返
し

香
典
返
し

12
月一

本
木
幹
人
様
（
和　

木
）

森
重　

昭
子
様
（
瀬　

田
）

大
和　

勇
仁
様
（
和　

木
）

11
月給

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

つ
く
し
会
様

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
様

12
月匿　

　
　

名
様

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
岩
国
組

仏
教
婦
人
会
連
盟
様

一
般
寄
付

一
般
寄
付

あ
し
あ
と

Ｈ24．７．１～９．30までの間に
産声をあげた赤ちゃん（10名）
に、民生委員さんと一緒に絵本の
プレゼントをしました。元気な赤
ちゃんのかわいいお顔で癒されて
ください。

～赤ちゃん絵本のプレゼント～新しい生命新しい生命新しい生命新しい生命

11 月 田川　信子 さん

12 月 山田千恵子 さん 森本　卓宏 さん

川野　三男 さん

　平成24年10月１日から12月31日まで
の間に、上記の方が米寿を迎えられまし
た。本当におめでとうございます。これ
からも元気で過ごしてください。

渉（あゆむ）くん 蒼真（そうま）くん

真優（まひろ）ちゃん

泰輔（たいすけ）くん

維吹（いぶき）くん

瑛叶（えいと）くん

彩萌（あやめ）ちゃん

菜乃香（なのか）ちゃん

渚冴（なぎさ）くん 果鈴（かりん）ちゃん
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